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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第３四半期 117,456 6.2 6,041 13.9 6,981 15.5 4,262 11.4

29年３月期第３四半期 110,619 △0.9 5,302 △26.8 6,046 △20.3 3,825 △17.8
(注) 包括利益 30年３月期第３四半期 4,616百万円( 87.2％) 29年３月期第３四半期 2,466百万円(△45.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第３四半期 49.77 ―

29年３月期第３四半期 44.66 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

30年３月期第３四半期 146,332 105,504 72.1 1,231.71
29年３月期 152,806 103,887 68.0 1,212.82

(参考) 自己資本 30年３月期第３四半期 105,504百万円 29年３月期 103,887百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 17.00 ― 18.00 35.00

30年３月期 ― 17.00 ―

30年３月期(予想) 18.00 35.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 175,000 5.2 15,000 10.4 15,000 6.7 10,200 11.5 119.08
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ― 社（社名） ― 、除外 ２社（社名） 日本光電東京株式会社、日本光電関西株式会社
　

(注) 詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 (３) 四半期連結財務諸表に関する注記事項（当四半期連

結累計期間における重要な子会社の異動）」をご覧ください。
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

(注) 詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 (３) 四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結
財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

　
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期３Ｑ 89,730,980株 29年３月期 89,730,980株

② 期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 4,074,247株 29年３月期 4,073,763株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 85,657,002株 29年３月期３Ｑ 85,657,650株

　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
　当社グループの国内売上高は、国立病院・国立大学の独立法人施設や官公庁・自治体病院などの占める割合が高
く、その予算執行の関係上、出荷が９月と３月に集中する傾向にあります。特に第４四半期に売上高および利益の
計上が集中します。
　なお、上記予想に関する事項は、四半期決算短信の添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報
(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
２．四半期決算説明資料は平成30年２月２日に、当社ウェブサイトに掲載します。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間において、国内では、各都道府県で2025年の医療の提供体制を示す地域医療構想の実

現に向けて医療の機能分化・連携に関する協議が開催されるなど、医療制度改革が進展しました。医療機器業界に

おいても、医療の質向上と効率化、地域医療連携に寄与するソリューション提案がより一層求められる状況となり

ました。海外では、米国の医療保険制度を巡る不透明感はあるものの、先進国、新興国ともに医療機器の需要は総

じて堅調に推移しました。

　このような状況下、当社グループは、昨年４月に３ヵ年中期経営計画「TRANSFORM 2020」をスタートさせ、「高

い顧客価値の創造」「組織的な生産性の向上」による高収益体質への変革を目指すとともに、「地域別事業展開の

強化」、「コア事業のさらなる成長」などの重要課題に取り組みました。

　国内市場においては、医療制度改革など市場環境の変化に対応するため、一昨年の営業組織体制再編に続き、昨

年４月に販売子会社制から支社支店制に移行しました。急性期病院、中小病院、診療所といった市場別の取り組み

を強化した結果、病院市場、診療所市場ともに堅調に推移し、全ての商品群で売上を伸ばすことが出来ました。特

に、大学病院市場におけるベッドサイドモニタや臨床情報システムの更新商談の受注もあり、生体情報モニタが好

調に推移しました。生体計測機器では、心臓カテーテル検査装置群が好調に推移したほか、心電計群、診断情報シ

ステムも前年同期実績を上回りました。治療機器では、除細動器、ＡＥＤが好調に推移しました。この結果、国内

売上高は867億６千６百万円（前年同期比4.5％増）となりました。

　海外市場においては、米州では、生体情報モニタやＡＥＤが好調に推移し、米国での売上が大幅に伸長しまし

た。中南米も、メキシコは低調でしたが、ブラジルが好調であったため、前年同期実績を上回りました。欧州では、

フランス、ロシアが好調に推移したほか、トルコでの売上が回復しました。アジア州では、中国は除細動器などの

新商品効果もあり増収となったものの、韓国、ベトナムが低調であったため、前年同期実績を下回りました。その

他地域では、前年同期におけるエジプトでの大口商談の反動もあり、減収となりました。商品別には、生体計測機

器は前年同期実績を下回りましたが、生体情報モニタ、治療機器の売上が大幅に伸長し、その他商品群も前年同期

実績を上回りました。この結果、海外売上高は306億８千９百万円（同11.2％増）となりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,174億５千６百万円（同6.2％増）となりました。利益面で

は、研究開発投資等により販管費が増加しましたが、増収効果により、営業利益は60億４千１百万円（同13.9％

増）、経常利益は69億８千１百万円（同15.5％増）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、

米国の税制改正の影響により法人税等が増加したものの、42億６千２百万円（同11.4％増）の増益となりました。

売上高を商品群別に分類すると次のとおりです。

金額（百万円） 対前年同期増減率（％）

生体計測機器 26,859 ＋ 3.3

生体情報モニタ 40,559 ＋ 8.9

治療機器 22,497 ＋ 7.4

その他 27,539 ＋ 4.2

合 計 117,456 ＋ 6.2

　うち国内売上高 86,766 ＋ 4.5

　うち海外売上高 30,689 ＋11.2

　

　（ご参考）地域別海外売上高

米州 14,380 ＋18.2

欧州 6,126 ＋19.6

アジア州 8,856 △ 1.2

その他 1,325 △ 1.9
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（２）財政状態に関する説明

（資産、負債および純資産の状況）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ64億７千４百万円減少し、1,463億３千２百万

円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ58億９千１百万円減少し、1,133億４千３百万円となりました。これは、受

取手形及び売掛金が減少したことなどによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ５億８千２百万円減少し、329億８千９百万円となりました。これは、無形

固定資産が減少したことなどによるものです。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ80億９千１百万円減少し、408億２千８百万

円となりました。これは、支払手形及び買掛金や未払法人税等が減少したことなどによるものです。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ16億１千６百万円増加し、1,055億４百万

円となりました。これは、利益剰余金が増加したことなどによるものです。

これらの結果、１株当たり純資産額は、前連結会計年度末に比べ18.89円増加して1,231.71円となり、自己資本比

率は、前連結会計年度末の68.0％から4.1ポイント増加し72.1％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　昨年５月11日に発表しました連結通期業績予想に変更はありません。

　第４四半期の為替レートは、引き続き110円／米ドル、115円／ユーロを想定しています。

　売上高予想を商品群別に分類すると次のとおりです。

金額（百万円） 対前期増減率（％）

生体計測機器 39,500 ＋ 4.9

生体情報モニタ 61,400 ＋ 9.4

治療機器 31,200 ＋ 5.0

その他 42,900 ＋ 0.3

合 計 175,000 ＋ 5.2

　うち国内売上高 128,000 ＋ 2.6

　うち海外売上高 47,000 ＋13.2
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,753 19,628

受取手形及び売掛金 60,993 49,595

有価証券 10,000 12,000

商品及び製品 17,061 19,071

仕掛品 1,288 1,977

原材料及び貯蔵品 4,288 5,005

その他 7,015 6,161

貸倒引当金 △165 △96

流動資産合計 119,235 113,343

固定資産

有形固定資産 20,148 20,227

無形固定資産

のれん 2,187 2,156

その他 3,410 2,961

無形固定資産合計 5,597 5,117

投資その他の資産

投資有価証券 5,050 5,380

その他 2,949 2,450

貸倒引当金 △174 △187

投資その他の資産合計 7,825 7,644

固定資産合計 33,571 32,989

資産合計 152,806 146,332

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 32,539 26,855

短期借入金 628 486

未払法人税等 2,194 632

賞与引当金 2,671 1,121

製品保証引当金 476 481

その他 6,495 7,076

流動負債合計 45,006 36,653

固定負債

退職給付に係る負債 2,532 2,742

長期未払金 23 23

その他 1,357 1,409

固定負債合計 3,913 4,175

負債合計 48,919 40,828
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 7,544 7,544

資本剰余金 10,414 10,414

利益剰余金 89,984 91,249

自己株式 △7,473 △7,475

株主資本合計 100,470 101,734

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,604 1,817

為替換算調整勘定 1,959 2,059

退職給付に係る調整累計額 △147 △106

その他の包括利益累計額合計 3,416 3,770

純資産合計 103,887 105,504

負債純資産合計 152,806 146,332
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 110,619 117,456

売上原価 56,960 60,925

売上総利益 53,658 56,530

販売費及び一般管理費 48,356 50,489

営業利益 5,302 6,041

営業外収益

受取利息 20 26

受取配当金 96 95

投資有価証券評価益 51 70

為替差益 259 466

助成金収入 207 183

その他 234 187

営業外収益合計 870 1,029

営業外費用

支払利息 47 19

その他 79 70

営業外費用合計 126 89

経常利益 6,046 6,981

特別利益

固定資産売却益 0 2

投資有価証券売却益 0 39

特別利益合計 0 42

特別損失

固定資産売却損 ― 2

固定資産除却損 10 78

投資有価証券売却損 ― 12

投資有価証券評価損 0 ―

事業所移転費用 151 31

特別損失合計 162 124

税金等調整前四半期純利益 5,884 6,898

法人税等 2,059 2,635

四半期純利益 3,825 4,262

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,825 4,262
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 3,825 4,262

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △50 212

為替換算調整勘定 △1,652 100

退職給付に係る調整額 344 40

その他の包括利益合計 △1,359 353

四半期包括利益 2,466 4,616

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,466 4,616

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

　 平成29年４月１日付での当社グループの国内販売会社再編の実施に伴い、特定子会社２社を含む下記の完全子

会社11社が、当社を存続会社とする吸収合併により消滅しました。

　(連結子会社)

　日本光電北海道株式会社

　日本光電東北株式会社

　日本光電東関東株式会社

　日本光電北関東株式会社

　日本光電東京株式会社 (特定子会社)

　日本光電南関東株式会社

　日本光電中部株式会社

　日本光電関西株式会社 (特定子会社)

　日本光電中国株式会社

　日本光電四国株式会社

　日本光電九州株式会社

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の算定方法）

　 税金費用の算定に関しては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益または税引前四半期純損失に当該見積実効税

率を乗じて計算しています。
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（企業結合等関係）

共通支配下の取引等

完全子会社11社の吸収合併

当社は、平成28年12月１日開催の取締役会において、当社を存続会社として完全子会社11社を吸収合併するこ

とを決議し、平成29年４月１日付で吸収合併しました。

１ 取引の概要

(1) 結合当事企業の名称およびその事業の内容

結合企業（吸収合併存続会社）

　名称： 日本光電工業株式会社

　事業の内容： 医用電子機器の研究開発・製造・販売・保守サービス

被結合企業（吸収合併消滅会社）

　名称： 日本光電北海道株式会社

　 日本光電東北株式会社

　 日本光電東関東株式会社

　 日本光電北関東株式会社

日本光電東京株式会社

日本光電南関東株式会社

日本光電中部株式会社

　 日本光電関西株式会社

　 日本光電中国株式会社

日本光電四国株式会社

日本光電九州株式会社

　事業の内容： 医用電子機器の販売

(2) 企業結合日

平成29年４月１日

　(3) 企業結合の法的形式

日本光電工業株式会社を存続会社とする吸収合併

　(4) 結合後企業の名称

日本光電工業株式会社

　(5) その他取引の概要に関する事項

当社グループの更なる成長に向け、当社の完全子会社である国内全販売会社11社を当社に吸収合併するこ

とにより、グループ経営の効率化およびグループ管理体制を強化し、顧客サービスの向上を図ることを目的

としています。

２ 実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号）および「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準

に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号）に基づき、共通支配下の取引として処理しています。
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